
進むディスプレイのフレキシブル化
技術動向と今後の展望
～液晶・有機EL・マイクロLEDディスプレイ フレキシブル化の研究開発動向～

B190349(フレキシブルディスプレイ) DMセミナー申込用紙

FAX 03-5733-4187 B190349　フレキシブルディスプレイ
検索
サイトで で検索！HPからも

お申込みができます

会社名
団体名

部　署

住　所

TEL FAX

E-mail

氏　名

ふりがな

〒役　職

※太枠の中をご記入下さい。※□にチェックをご記入ください。

※申込みに関する連絡に使用するため、可能な限りご記入ください。

　　（振込予定日　　　月　　　日）

□E-mail希望・登録済み
□郵送希望・登録済み
□希望しない

□銀行振込　

□当日現金払い　

S&T会員価格を
適用いたします。
(E-mailアドレス必須)

お支払方法

通信欄

今後のご案内

※E-ｍａｉｌアドレスまたはFAX番号を必ずご記入下さい。

サイエンス＆テクノロジー株式会社　
TEL 03-5733-4188　FAX 03-5733-4187
〒105-0013　
東京都港区浜松町1-2-12 浜松町Ｆ-1ビル7Ｆ
http://www.science-t.com 

●受講料について
　「2名同時申込みで1名分無料」については上記の注意事項をお読みください。
●お申込みについて
　申込用紙に必要事項をご記入のうえ、FAXでお申込みください。
　また、当社ホームページからでもお申込みいただけます。
　お申込みを確認次第、請求書・受講券・会場案内図をお送りします。
●お支払いについて
　受講料は、銀行振込(原則として開催日まで)、
　もしくは当日現金にてお支払いください。
　銀行振込の場合、原則として領収書の発行はいたしません。
　振込手数料はお客様がご負担ください。

●個人情報の取り扱いについて
　ご記入いただいた個人情報は、
　事務連絡・発送の他、情報案内等に使用いたします。
　詳しくはホームページをご覧ください。
●キャンセル規定
　開催日から逆算（営業日：土日・祝祭日等を除く）いたしまして、
　・開催7日前以前でのキャンセル：　キャンセル料はいただきません。
　・開催3～6日前でのキャンセル：　受講料の70％
　・開催当日～2日前でのキャンセル・欠席：　受講料の100％
※ご注意※　 参加者が最少催行人数に達しない場合など、
　　　　　　　　　事情により中止になることがございます。

日時

本セミナーでは、液晶、有機EL、マイクロLEDそれぞれのフレキブル化技術の現在と今後について

斯界の第一線で研究開発を手掛ける3名の講師が解説する。

2019年3月19日（火）  11:00～16:30

54,000円　⇒S&T会員  51,300円

会場

受講料

東京・大田区蒲田 大田区産業プラザ（PiO）  6F C会議室

※講師、プログラムの内容が変更になる場合もございます。最新の情報はHPにてご確認ください。※申込用紙が複数枚必要な場合等は、本用紙をコピーしてお使いください。

B190349

資料・昼食付
※S&T会員(郵送DM案内あるいはE-mail案内を希望される方)は価格が5%OFFになります。

　※2名様ともS&T会員登録をしていただいた場合に限ります。  ※他の割引は併用できません。
　※同一法人内(グループ会社でも可)による2名同時申込みのみ適用いたします。
　※3名様以上のお申込みの場合、左記１名あたりの金額で受講できます。
　※受講券、請求書は、代表者にご郵送いたします。
　※請求書および領収書は1名様ごとに発行可能です。（通信欄に「請求書１名ごと発行」と記入ください。)
　　

■2名同時申込みで1名分無料■

（1名あたり定価半額の27,000円）

（定価：本体50,000円＋税4,000円　　　会員：本体47,500円＋税3,800円）

フレキシブル液晶ディスプレイの実現に向けた先端技術開発と今後の展望

東北大学 大学院工学研究科 電子工学専攻 教授　藤掛 英夫 氏
東北大学 大学院工学研究科 電子工学専攻 准教授　石鍋 隆宏 氏
東北大学 大学院工学研究科 電子工学専攻 助教　柴田 陽生 氏 ※ 登壇頂くのは藤掛氏のみの予定です。

第１部 11:00～12:30

　フレキシブルディスプレイの出現は、情報ディスプレイにおけるハードウェアの携帯・設置・意匠の自由度を飛躍的に拡大する。そのため、今後も深化す
る情報化社会において、先導的な役割を果たすと考えられており、次世代ディスプレイの最有力候補として期待されている。本講演では、液晶を用いたフ
レキシブルディスプレイの特徴と用途を提案して、デバイス構造と作製方法における課題と克服方法を解説する。
　今後、高速・大容量情報ネットワーク技術が進展する中で、フレキシブル液晶はその際立った特徴から、高臨場感映像サービスやアンビエント情報サー
ビスの進展に大きく貢献していく可能性がある。

講師

フレキシブル有機ELの開発動向と必要な材料技術

山形大学 有機エレクトロニクスイノベーションセンター 産学連携教授　向殿 充浩 氏

第２部 13:20～14:50

　有機EL事業は、1997年のパイオニアによる世界初の有機ＥＬディスプレイ製品化以来、長い黎明期が続きましたが、2017年の有機ＥＬディスプレイ搭載
iPhoneの登場、国内メーカーの４Ｋ有機ＥＬテレビ発売を契機に有機ＥＬ事業は本格的拡大時期に入りました。８Ｋ有機ＥＬテレビ、巻き取り型有機ＥＬテレ
ビなどの試作品が出てきており、2019年には、フォルダブル型有機ELを用いた折りたためるスマホが製品化すると言われています。また、有機ＥＬ照明も
車載応用試作品の登場など、事業拡大に向けた動きが続いています。
　私どもの研究グループ「山形大学フレキシブル基盤技術研究グループ（仲田/古川/結城/向殿研究グループ）」では、この分野において産業、事業にダ
イレクトに貢献すべく、企業からの要望をファーストプライオリティに据えた「ニーズファースト型」産学連携研究を展開して参りました。
　本セミナーでは、有機EL、フレキシブル有機ELについて基礎技術及び最新の技術動向、事業動向を概説すると供に、フレキシブル化のための要素技
術、材料技術などについて説明致します。また、フレキシブル基板技術、バリア技術、フレキシブル封止技術、新規透明電極技術などの技術について、
私どもの研究グループにおける研究成果についても説明致します。

講師

フレキシブルマイクロLED実現の可能性と技術的な課題

東京大学 生産技術研究所 教授　藤岡 洋 氏

第３部 15:00～16:30

講師

　最近、次世代のディスプレイ技術としてマイクロLEDが注目を集めている。しかしながら、通常、窒化物系LEDの製造温度は1000℃以上と高く、また、単
結晶サファイア基板を出発材料とする必要があった。このため、ガラス基板上に作製された液晶やOLEDといった従来手法との技術的断絶の解消が大き
な課題となっていた。
　本講演では窒化物系LEDをスパッタリング法によって用いて480℃程度の低温で作製する技術やアモルファス基板の上に結晶材料のLEDを積層する基
礎技術に関して詳細に解説する。さらに、フレキシブルなLEDディスプレイを作製する技術として金属フォイルを結晶成長用の基板として利用する方法に
ついても詳しく解説する。さらに、大電流を駆動するこのとできる窒化物半導体トランジスタの作製技術についても議論する。

P


